
４
月
５
日

土地改良の持つ意義など、これから社
会資本整備のあり方なども鑑み以前に
も増して推進させてまいります。

この日、定置網で獲れた鮮度抜群の魚
を格安で販売、農産物や加工食品も多
数販売され、笑顔に包まれていました。

新たな情報発信拠点として静岡県の観
光施設整備予算を２/3投入した県と
市の事業が一体となった施設です。

農
林
水
産
省
訪
問

４
月
９
日

水
産
ま
つ
り

４
月
21
日

ジ
オ
ポ
ー
ト
オ
ー
プ
ン

４
月
22
日

予算に調査費が計上され、今後は具体
的な場所を早急に決定し設計などの準
備に入っていきたいと思います。

震度７を２回記録した熊本市を訪問。
発生当時の全体把握の課題や、現在か
ら今後の対応などについて伺いました。

機敏な動作でとても頼もしく思え、市
民や外来客の安心・安全には消防団の
陰の力が大切だと、改めて感じました。

伊
東
市
サ
ッ
カ
ー
場

打
ち
合
わ
せ

４
月
28
日

熊
本
市
訪
問

５
月
11
日
〜
13
日

静
岡
県
水
産
振
興
協
議
会

北
海
道
漁
港
視
察
研
修

５
月
29
日

市内の52団体から1042名もの参加で
伊東市内の隅々のゴミ拾い作戦が行わ
れ、私は松川河口付近を担当しました。

ご来場の方の笑顔を拝見し、民間主導
のこの企画が素晴らしいものであるこ
とを改めて痛感いたしました。

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動

５
月
29
日

U
SA
M
I

フ
ェ
ス

６
月
１
日

恒久平和を誓い、政治が責任をもって
日本を守り抜くことこそが御霊の思い
に応えていけることと信じています。

伊東市に関わるものと新規事業を中心
に県施策の説明をいたしました。役員
の皆様からも政策提言がありました。

伊
東
市
戦
没
殉
難
者

合
同
慰
霊
祭

６
月
６
日

伊
東
商
工
会
議
所

役
員
会

５
月
22
日

伊
東
市
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
大
会

初日は風雨が強い為に予定を変更して屋内施設「標津サー
モン科学館」を訪問しました。
「羅臼町役場」では行政課題をお聞きし静岡県とは大きく違
いがあることを実感いたしました。
「羅臼漁港」ではせりが始まる前に場内の見学しました。昆
布部会長から興味深いお話をいただきました。また、深層
水の活用の成果なども特に羅臼町あげての事業でありました。
新規に開設の「ウトロ漁港」で新施設を案内していただき
ました。秋には毎日１万トンの鮭が水揚げされるとの事です。
「網走漁港」では農林水産業と観光がコラボレーションした
街づくりがされているように感じました。
今後、静岡県で漁業・水産加工などに活用していきたいと
思います。

伊東大川河口工事状況
小野がやります！皆さま

の

 声を実
現!!

前年度から事業化いたしました河口改修工
事が着々と進んでいます。
今年度、約１億円を投入して踊り場が整備
されます。来年度の夏までには全体の工事
を完了し、完成後は市民や来遊客の新たな
憩いの場になると思います。

皆さまとともに考え、実行！

「伊豆高原を考える会」「伊豆高原ジオパー
ク研究会」「大室高原自治会」「伊豆高原親
和会」「伊豆高原すいらん別荘地管理会」「伊
東市を考える市民の会」などの皆さんから
の要望書を伊東市へ渡す機会を設けました。
今後もご依頼があれば設定してまいります。

伊東市への要望書提出

有言実行　みんなとともに!!
小野達也
静岡県議会議員 静岡県政をもっと地域の身近に！

発行：静岡県議会議員 小野達也事務所
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６
月
29
日
、
県
議
会
６
月
定
例
会
本

会
議
に
お
い
て
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し

た
。
私
の
質
問
と
、
そ
れ
に
対
す
る
答

弁
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

１ 

伊
豆
の
魅
力
向
上

⑴
伊
豆
地
域
の
観
光
振
興
の
姿

質
問
【
小
野
】
本
県
で
は
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
自
転

車
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
多
く
の

来
訪
者
が
本
県
の
魅
力
を
体
感
で
き
る

よ
う
、
受
入
態
勢
の
整
備
も
重
要
と
な

り
、
大
事
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
伊
豆
地
域
の
宿
泊
客
数
は
、

昨
年
度
は
約
１
０
９
２
万
人
と
、
ピ
ー

ク
時
の
半
数
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
伊

豆
地
域
の
持
つ
潜
在
能
力
を
考
え
れ
ば
、

物
足
り
な
い
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、

伊
豆
地
域
で
は
、
地
域
が
主
体
と
な
っ

た
様
々
な
体
験
型
旅
行
商
品
の
造
成
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
国
内
外
か
ら
の
誘
客
を
加
速

度
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
う

し
た
取
組
を
進
め
る
地
域
が
連
携
し
、

質
の
高
い
観
光
地
を
形
成
し
て
い
く
こ

と
が
、
伊
豆
の
命
運
を
握
っ
て
い
る
と

考
え
ま
す
が
、
県
は
伊
豆
地
域
に
お
け

る
地
方
創
生
の
最
高
の
切
り
札
で
あ
る

観
光
の
振
興
を
ど
の
よ
う
に
図
ろ
う
と

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
【
川
勝
知
事
】

　
世
界
遺
産
韮
山
反
射
炉
が
こ
の
度
無

事
産
業
革
命
の
構
成
遺
産
の
一
つ
と
し

て
選
れ
ば
れ
ま
し
た
し
、
ま
た
、
川
端

康
成
が
、
﹁
伊
豆
は
日
本
の
歴
史
の
縮

図
﹂
、
﹁
詩
︵
う
た
︶
の
国
﹂
、
﹁
南
海
の

贈
り
物
﹂
、
﹁
伊
豆
半
島
全
体
が
一
つ
の

公
園
で
あ
る
﹂
と
喝
破
し
た
よ
う
に
、

文
学
で
も
恵
ま
れ
、
伊
豆
は
必
ず
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
る
も
の
と
し

て
、
ま
す
ま
す
伊
豆
の
場
の
力
が
発
現

し
て
く
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
静
岡
県
で
は
、
こ
う
し
た
様
々
な
伊

豆
半
島
の
魅
力
を
多
く
の
方
々
に
体
感

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
26
年
度

か
ら
伊
豆
南
部
地
域
に
て
、
体
験
型
旅

行
商
品
を
一
元
的
に
提
供
す
る
ツ
ア
ー

セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営
を
支
援
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
は
、
国
の

地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し
た
伊
豆
地

域
の
体
験
型
旅
行
商
品
の
割
引
チ
ケ
ッ

ト
を
販
売
し
、
８
５
０
０
枚
が
完
売
す

る
な
ど
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

　
先
月
末
に
は
、
伊
豆
半
島
全
域
の
観

光
地
域
づ
く
り
の
舵
取
り
役
と
し
て
、

美
し
い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー
が
日
本
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
の
登
録
を
受
け
ま
し

た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
を
強
化
し

つ
つ
、
農
林
水
産
業
、
商
工
業
、
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
多
様
な
関
係
者
を
巻
き
込
み

な
が
ら
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、
観

光
資
源
の
活
用
・
提
供
を
進
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
県
に
お
き
ま
し
て
も
、

本
年
４
月
に
東
部
総
合
庁
舎
内
に
伊
豆

観
光
局
を
設
置
し
、
地
域
に
よ
り
近
い

場
所
で
、
連
携
を
密
に
し
て
こ
の
セ
ン

タ
ー
の
取
組
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
好
調
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
一

層
取
り
込
む
こ
と
も
重
要
で
す
。
案
内

表
示
の
多
言
語
対
応
や
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
環

境
の
整
備
、
街
歩
き
の
た
め
の
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
や
ア
プ
リ
の
作
成
な
ど
、
外
国

人
に
安
心
、
快
適
な
旅
行
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
受
入
環
境
の
整

備
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
観
光
施
設
の
整
備
に
当
た

り
ま
し
て
は
、
市
町
と
連
携
し
、
景
観

に
配
慮
し
た
整
備
を
行
う
な
ど
、
良
好

な
景
観
形
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
伊
豆
半
島
は
沼
津
や
三
島
を
入
れ
ず

11
市
町
の
ま
と
ま
り
で
す
。
し
か
し
、

ち
ょ
っ
と
バ
ラ
バ
ラ
と
い
う
の
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
な
ん
と
し
て
で
も
一
つ

に
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
土
屋
副
知
事

を
任
命
い
た
し
ま
し
た
。
い
わ
ば
、
江

川
太
郎
左
衛
門
で
す
。
相
模
か
ら
武
蔵

も
視
野
に
入
れ
て
、
関
八
州
全
体
を
、

ま
た
、
日
本
全
体
に
対
し
て
使
命
感
を

持
ち
、
世
界
に
も
目
を
向
け
ら
れ
て
い

た
。
そ
う
い
う
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
て
も
ら
い
た
い
と
強
く
期
待
し
て
い

ま
す
。
御
協
力
、
御
支
援
を
お
願
い
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
、
住
民
の
地

域
へ
の
愛
着
や
誇
り
の
醸
成
が
進
む
と

考
え
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
の
価
値
を

高
め
る
こ
と
で
、
伊
豆
地
域
が
﹁
住
ん

で
よ
し
　
訪
れ
て
よ
し
﹂
の
、
人
々
を

惹
き
つ
け
、
ま
た
憧
れ
ら
れ
る
地
域
と

な
り
ま
す
よ
う
、
様
々
な
地
元
関
係
者

の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
た
観
光
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
小
野
】
力
強
い
答
弁
を
頂
き
ま
し
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
知
事
か
ら
は
、

伊
豆
半
島
担
当
と
し
て
土
屋
副
知
事
が

存
在
す
る
、
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た

の
で
あ
え
て
申
し
上
げ
ま
す
。
土
屋
副

知
事
に
は
﹁
全
権
委
任
を
背
負
っ
て
い

る
﹂
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
事
業
の
企

画
や
採
択
に

必
要
な
予
算
・

財
源
も
し
っ

か
り
と
準
備

い
た
だ
き
た

い
で
す
。

⑵
伊
豆
地
域
の
道
路
整
備

質
問
【
小
野
】
伊
豆
地
域
で
は
、
韮
山

反
射
炉
が
世
界
文
化
遺
産
登
録
や
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

自
転
車
競
技
の
開
催
が
決
定
な
ど
、
地

域
の
活
性
化
に
向
け
て
追
い
風
が
吹
い

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道

に
つ
い
て
は
、
天
城
峠
を
越
え
る
区
間

は
、
計
画
段
階
評
価
が
始
ま
り
、
地
元

の
期
待
も
、
一
段
と
高
ま
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
伊
豆
地
域
全
体
を
見
回
せ

ば
、
依
然
と
し
て
各
所
で
渋
滞
が
発
生

し
て
お
り
、
更
な
る
改
善
を
求
め
る
声

も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　
世
界
遺
産
登
録
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
伴
う
効
果

を
一
過
性
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、

伊
豆
地
域
全
域
に
波
及
さ
せ
る
と
と
も

に
、
防
災
・
減
災
力
の
向
上
に
つ
な
げ

る
た
め
に
は
、
骨
格
を
形
成
す
る
道
路

の
整
備
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
伊
豆
地
域
に
追
い
風
が
吹
き
、
道
路

整
備
の
機
運
が
高
ま
る
今
こ
そ
、
将
来

に
向
け
て
、
計
画
的
に
事
業
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
伊
豆
地
域
の
骨
格
を
形
成

す
る
道
路
の
整
備
を
今
後
ど
の
よ
う
な

形
で
進
め
て
い
く
の
か
、
県
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

答
弁
【
土
屋
副
知
事
】

　
伊
豆
地
域
は
、
四
季
折
々
の
美
し
い

自
然
や
魅
力
溢
れ
る
景
色
を
有
す
る
一

方
で
、
議
員
御
指
摘
の
よ
う
に
、
海
岸

に
ま
で
及
ぶ
急
峻
な
地
形
等
に
よ
り
道

路
網
の
整
備
が
遅
れ
て
お
り
ま
す
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
と
そ
の
レ
ガ
シ
ー
を
活
か
し
た

観
光
振
興
は
も
と
よ
り
、
住
民
生
活
に

不
可
欠
な
救
急
医
療
の
確
保
や
大
規
模

災
害
発
生
時
の
対
応
な
ど
安
全
・
安
心

を
図
る
た
め
に
は
、
伊
豆
縦
貫
自
動
車

道
を
基
軸
に
、
骨
格
と
な
る
道
路
の
整

備
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
の
天
城

北
道
路
で
は
︵
仮
称
︶
狩
野
川
横
断
高

架
橋
、
河
津
下
田
道
路
で
は
︵
仮
称
︶

本
線
２
号
橋
、
こ
れ
ら
の
工
事
等
が
国

に
よ
り
着
実
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
歩
調
を
合
わ
せ
、
県
は
、
天

城
北
道
路
か
ら
伊
豆
西
海
岸
へ
の
交
通

円
滑
化
を
図
る
国
道
１
３
６
号
下
船
原

バ
イ
パ
ス
や
、
河
津
下
田
道
路
の
︵
仮

称
︶
逆
川
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
な

が
る
狭
隘
区
間
を
解
消
す
る
国
道
４
１

４
号
須
原
拡
幅
な
ど
、
ア
ク
セ
ス
道
路

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
11
月
に
は
天
城
峠
を
越

え
る
区
間
で
計
画
段
階
評
価
が
始
ま
り
、

こ
れ
ま
で
地
域
に
と
っ
て
夢
で
あ
っ
た

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
が
沼
津
・
三
島
か

ら
下
田
ま
で
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が

現
実
の
も
の
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
本
年
３
月
末
、
県
と
し
て

伊
豆
地
域
の
13
市
町
や
観
光
協
会
等
で

構
成
す
る
美
し
い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー

と
と
も
に
﹁
伊
豆
半
島
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
﹂
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
の
事
業

進
捗
に
合
わ
せ
、
国
道
１
３
５
号
や
国

道
１
３
６
号
な
ど
沿
岸
部
を
周
遊
す
る

幹
線
道
路
も
含
め
、
10
年
後
、
20
年
後
の

道
路
網
の
在
り
方
を
踏
ま
え
た
、
道
路

整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
道
路
整
備

計
画
に
基
づ
き
、
国
や
関
係
市
町
と
一

体
と
な
っ
て
、
背
骨
と
な
る
伊
豆
縦
貫

自
動
車
道
、
肋
骨
と
な
る
道
路
の
整
備

を
一
層
加
速
さ
せ
、
安
全
・
安
心
で
信

頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

２ 

土
砂
災
害
対
策
の
推
進

質
問
【
小
野
】
近
年
、
地
球
温
暖
化
の

影
響
と
思
わ
れ
る
局
地
的
豪
雨
が
頻
発

し
て
お
り
、
土
砂
災
害
の
増
加
、
甚
大

化
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
で
は
、
南
阿
蘇
村
の
阿
蘇
大
橋
地
区

の
崩
壊
を
は
じ
め
土
砂
災
害
が
多
発
し

ま
し
た
。

　
本
県
に
お
い
て
も
、
豪
雨
や
地
震
に

よ
り
発
生
す
る
土
砂
災
害
へ
の
対
策
の

充
実
・
強
化
が
急
務
で
す
。

　
県
内
に
は
施
設
整
備
の
対
象
と
な
る

土
砂
災
害
危
険
箇
所
が
５
８
４
８
箇
所

あ
り
、
昨
年
度
末
の
施
設
整
備
率
は
約

30
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
土
砂
災
害
か
ら
人
命
、
財
産
を
直
接

守
る
土
砂
災
害
防
止
施
設
の
整
備
を
推

進
す
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
。

　
土
砂
災
害
か
ら
県
民
の
安
心
・
安
全

を
図
る
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
針

で
土
砂
災
害
防
止
施
設
の
整
備
を
進
め

て
い
く
の
か
所
見
を
伺
い
ま
す
。

県
議
会
６
月
定
例
会
に
て
一
般
質
問



答
弁
【
村
松
交
通
基
盤
部
長
】

　
土
砂
災
害
は
、
自
然
災
害
の
中
で
も

犠
牲
者
が
発
生
し
や
す
い
災
害
で
あ
り
、

近
年
の
局
地
的
豪
雨
の
多
発
に
よ
り
、

発
生
件
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、

大
規
模
地
震
の
切
迫
性
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
砂
防
堰
堤
な
ど
の
土
砂

災
害
防
止
施
設
の
整
備
が
一
層
重
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
に
西
伊
豆
町
の
安
良
里
浜

川
で
発
生
し
た
大
規
模
な
土
石
流
で
は
、

人
家
が
全
半
壊
す
る
な
ど
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
が
、
隣
接
す
る
安
良
里

坂
本
川
で
は
砂
防
堰
堤
が
土
石
流
を
止

め
て
集
落
や
国
道
の
被
害
を
軽
減
す
る

な
ど
、
施
設
整
備
に
よ
る
大
き
な
効
果

が
発
現
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
内
の

こ
う
し
た
土
砂
災
害
防
止
施
設
の
整
備

率
は
約
30
％
で
あ
り
、
対
策
を
必
要
と

す
る
箇
所
が
数
多
く
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
人
家
が
集
中
し
効
果
の

高
い
箇
所
か
ら
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
後
は
、
高
齢
者
の
増
加
や

自
然
災
害
の
頻
発
化
等
に
対
応
す
る
た

め
、
要
配
慮
者
利
用
施
設
や
防
災
拠
点
、

緊
急
輸
送
路
等
を
防
御
す
る
箇
所
へ
の

重
点
化
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
土
砂
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
当
該
箇
所

は
も
と
よ
り
隣
接
箇
所
に
お
い
て
同
様

な
災
害
が
起
き
な
い
よ
う
、
短
期
間
で

施
設
を
整
備
し
再
発
防
止
を
図
り
ま
す
。

　
土
砂
災
害
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ
を
継
続

す
る
よ
う
、
引
き
続
き
市
町
と
連
携
し

て
、
土
砂
災
害
防
止
施
設
の
整
備
を
着

実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
等
の
指
定
を
平
成
31
年
度
に
終

了
さ
せ
て
警
戒
避
難
体
制
の
整
備
を
進

め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
、

県
民
の
皆
様
の
安
全
安
心
の
確
保
と
県

土
の
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

３ 

高
く
評
価
さ
れ
る
県
立
静
岡

　 

が
ん
セ
ン
タ
ー
の
医
療

質
問
【
小
野
】
﹁
が
ん
﹂
は
、
以
前
は

不
治
の
病
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

近
年
の
医
療
の
進
歩
は
目
覚
ま
し
く
、

治
療
す
る
こ
と
が
で
き
る
病
気
と
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
﹁
が
ん
﹂

と
診
断
さ
れ
た
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家

族
に
と
っ
て
、
再
発
等
の
不
安
は
大
き

く
、
最
先
端
で
よ
り
良
い
医
療
を
受
け

る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
は
、
最
先
端

の
医
療
機
器
の
導
入
を
積
極
的
に
行
っ

て
お
り
、
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
﹁
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
﹂
を
平
成
23
年
９
月
に
導
入

し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

の
手
術
実
績
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
１
月
に
放
送
さ
れ
た
テ

レ
ビ
番
組
﹁
情
熱
大
陸
﹂
で
、
静
岡
が

ん
セ
ン
タ
ー
の
上
坂
副
院
長
が
紹
介
さ

れ
、
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
評
価
を
得
ら
れ

る
の
は
、
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
病
院

全
体
の
評
価
が
高
い
た
め
だ
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
高
い
評
価
を
得
ら
れ
て
い
る

最
大
の
長
所
は
何
だ
と
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
高
い
評
価
を
維
持
し
て
い
く
に

は
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
必
要

と
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
【
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
石
野
局
長
】

　
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
よ
る
手
術
は
、
精

密
な
操
作
が
可
能
で
出
血
が
少
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
全
国
の
病
院
で
導
入
が

進
ん
で
お
り
ま
す
。
静
岡
が
ん
セ
ン
タ

ー
で
は
、
５
月
末
ま
で
に
９
５
９
件
の

手
術
を
実
施
し
、
特
に
大
腸
が
ん
は
４

８
２
件
で
全
国
１
位
、
胃
が
ん
は
２
位

の
実
績
で
、
大
腸
の
領
域
で
は
、
新
た

に
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
を
導
入
す
る
際
の
教

育
施
設
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
間
６

０
０
０
人
の
患
者
さ
ん
を
が
ん
と
診
断

し
、
そ
の
う
ち
４
５
０
０
人
に
外
科
手

術
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
国
立
が

ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
、
が
ん
研

究
会
有
明
病
院
な
ど
と
並
び
、
症
例
数
、

診
療
水
準
と
も
我
が
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
病
院
と
さ
れ
て
お
り
、
特
に
、
食
道
、

胃
、
肝
臓
・
胆
の
う
・
す
い
臓
、
大
腸

を
扱
う
消
化
器
外
科
領
域
で
は
、
世
界

的
レ
ベ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
が
揃
っ
て
い
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
優
秀

な
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
加
え
、
ダ
・
ヴ
ィ

ン
チ
を
は
じ
め
、
陽
子
線
・
放
射
線
治

療
装
置
、
内
視
鏡
装
置
な
ど
、
常
に
最

先
端
の
機
器
を
駆
使
し
て
診
療
に
当
た

っ
て
お
り
ま
す
。

　
最
先
端
診
療
の
提
供
と
と
も
に
、
が

ん
よ
ろ
ず
相
談
や
患
者
・
家
族
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
患
者
、
家
族
の
不

安
の
解
消
を
行
う
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
患
者
・
家
族
を
徹
底
支
援
し
て
い

る
姿
勢
が
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
る
要
因
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
最
善
の
治
療
、
最
新
の
機

器
を
積
極
的
に
導
入
す
る
と
と
も
に
、

遺
伝
子
解
析
技
術
を
用
い
て
が
ん
の
性

質
を
明
ら
か
に
し
、
個
別
的
医
療
の
推

進
や
薬
剤
の
新
た
な
開
発
、
適
応
拡
大

な
ど
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｈ
Ｏ
Ｐ

Ｅ
を
は
じ
め
、
臨
床
研
究
に
も
積
極
的

に
取
り
組
み
、
が
ん
診
療
水
準
の
更
な

る
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

４ 

ス
ポ
ー
ツ
人
材
バ
ン
ク
の
構
築

質
問
【
小
野
】
中
学
校
・
高
等
学
校
の

運
動
部
活
動
は
、
専
門
的
な
指
導
が
で

き
る
教
員
の
不
足
に
よ
り
、
種
目
よ
っ

て
は
十
分
な
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
部
活
動
が
あ
り
、
指
導
者
の
確

保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
基
盤
で
あ

る
運
動
部
活
動
の
充
実
は
、
競
技
力
の

向
上
や
人
格
の
形
成
に
も
大
き
く
貢
献

す
る
も
の
で
す
か
ら
、
教
員
を
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の

活
用
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
一
方
、
県
民
に
は
優
秀
な
選
手
と
し

て
活
躍
し
、
現
在
現
役
を
退
い
た
方
な

ど
が
お
り
、
そ
の
よ
う
な
方
々
を
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
が
、
競
技
力
の
向
上

な
ど
に
も
有
効
で
す
。

　
昨
年
度
、
総
合
教
育
会
議
に
お
い
て

地
域
の
人
材
活
用
に
向
け
、
議
論
さ
れ
、

予
算
化
が
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
人
材
バ
ン

ク
の
構
築
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答
弁
【
木
苗
教
育
長
】






学
校
の
運
動
部
活
動
を
は
じ
め
、
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
に
お
い
て
、
指
導

者
の
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
部
活
動
に
お
い
て
は
、
１
０
０
０

人
を
超
え
る
外
部
指
導
者
が
活
用
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
中
学
校
、
高
等
学
校

か
ら
は
、
約
３
５
０
人
の
追
加
の
派
遣

希
望
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。






こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
県
教
育
委

員
会
で
は
、
競
技
団
体
や
学
校
等
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
県
体
育
協
会
と

連
携
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
人
材
バ
ン
ク
を

構
築
し
、
経
験
豊
富
な
指
導
者
を
派
遣

で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
優
秀
な
指
導
者
を
発
掘
、
認
定
し

て
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
と
と
も
に
、
研

修
等
を
行
い
資
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

指
導
者
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
競
技
団

体
等
と
協
力
し
、
県
内
全
域
に
指
導
者

が
登
録
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。






ま
た
、
登
録
し
た
指
導
者
を
適
材
適

所
に
派
遣
す
る
た
め
に
、
指
導
者
と
派

遣
先
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
学
校
等
の
派
遣
希
望
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
き
め
細
か
な
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。


　
今
年
度
は
、
専
門
的
な
指
導
者
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
学
校
部
活
動
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
検
証

し
、
こ
の
人
材
バ
ン
ク
を
幅
広
い
ス
ポ

ー
ツ
団
体
が
活
用
で
き
る
よ
う
、
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

５ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

質
問
【
小
野
】
平
成
27
年
12
月
、
国
の

中
央
教
育
審
議
会
が
﹁
新
し
い
時
代
の

教
育
や
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
た
学

校
と
地
域
の
連
携･

協
働
の
在
り
方
と

今
後
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
﹂
と
い
う

答
申
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
学
校
が
抱
え
る
課
題
が
複
雑
化･

困

難
化
し
て
い
る
中
、
こ
れ
を
解
決
し
、

子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
む
に
は
、

地
域
住
民
や
保
護
者
等
の
参
画
を
得
た

学
校
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
答
申
で
は
、
全
て
の
公
立
学
校
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

ス
ク
ー
ル
と
な
る
こ
と

を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
の
方
向
性
が

示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
従
来
の
取
組
を

一
層
推
進･

加
速
す
る
と
と
も
に
、﹁
学

校
支
援
地
域
本
部
﹂
を
﹁
地
域
学
校
協

働
本
部
﹂
に
発
展
さ
せ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ･

ス
ク
ー
ル
と
一
体
的
・
効
果
的
な

推
進
す
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
、

県
で
は
、
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

ス
ク
ー
ル
を
県
内
に
普
及
し
、
学
校
支

援
地
域
本
部
等
と
協
働
を
図
り
、
地
域

と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
【
木
苗
教
育
長
】

　
本
県
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
を
中
核
と
し
て
﹁
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
づ
く
り
﹂
を
推
進
し
て
お
り
、

平
成
25
年
４
月
時
点
で
５
校
だ
っ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
指
定
校
数

は
、
平
成
28
年
４
月
現
在
、
58
校
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
こ
う
し
た
取
組
は
持
続
可
能

な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

本
年
３
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
﹁
し

ず
お
か
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

推
進
会
議
﹂
の
報
告
書
で
は
、
本
県
の

実
情
に
合
っ
た
今
後
の
﹁
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
づ
く
り
﹂
の
在
り
方
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
﹃
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
従
来
よ
り
広

く
捉
え
、
各
学
校
で
作
成
・
公
表
さ
れ

て
い
る
学
校
経
営
構
想
に
お
い
て
地
域

と
の
連
携
・
協
働
を
明
記
す
る
﹄
、
﹃
地

域
固
有
の
資
源
を
活
用
し
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
﹁
有
徳
の
人
﹂
の
育
成
を
目

指
す
﹄
、
﹃
保
護
者
・
地
域
住
民
に
よ
る

学
校
運
営
へ
の
﹁
実
質
的
な
﹂
参
画
が

あ
る
﹄
と
い
う
三
つ
の
要
件
を
満
た
し

た
学
校
を
﹁
し
ず
お
か
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
﹂
と
定
義
し
、
こ
の
取

組
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
裾
野
を
広
げ
て
い
く

べ
き
と
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
提
言
を

踏
ま
え
、
各
地
域
に
お
け
る
﹁
し
ず
お

か
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
﹂
の

取
組
を
支
援
し
、
法
律
に
基
づ
く
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
移
行
し
や
す

い
環
境
の
醸
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
、
保
護
者
、
地
域
住
民
が

情
報
や
課
題
認
識
を
共
有
し
、
連
携
が

深
ま
る
よ
う
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事

業
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
関

す
る
研
修
を
合
同
で
実
施
し
、
﹁
地
域

と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
﹂
の
取
組

を
加
速
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
小
野
】
本
日
は
伊
豆
半
島
の
議
員
が

３
名
、
質
問
に
立
ち
ま
し
た
が
も
ち
ろ

ん
県
政
全
体
を
見
た
う
え
で
発
言
を
い

た
し
ま
し
た
。
全
て
の
項
目
が
反
映
さ

れ
ま
す
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。
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●
　東海館

　●
清水銀行

湯川幼稚園
●

オレンジビーチ

　●
木下杢太郎記念館

至熱海

セブンイレブン　　
●

　　●
伊東駅前郵便局 ●

スルガ銀行

●
三島信用金庫

●
　　三島信用金庫

Ｐ

Ｐ伊東駅

小野達也事務所小野達也事務所小野達也事務所

　
27
年
度
は
静
岡
県
議
会
会
派
自
民
改

革
会
議
の
政
調
会
長
を
拝
命
し
、
県
議

会
で
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
た

一
年
で
し
た
。
今
回
は
政
調
会
長
と
し

て
の
一
年
間
の
活
動
を
県
議
会
定
例
会

を
中
心
に
報
告
い
た
し
ま
す
。

■
６
月
定
例
会

　
提
出
予
定
の
議
案
に
つ
い
て
、
当
局

か
ら
の
説
明
会
が
行
わ
れ
、
政
調
会
長

主
催
で
す
の
で
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ

き
会
議
を
進
め
、
そ
の
後
、
会
派
自
民

改
革
会
議
所
属
議
員
の
総
会
を
開
催
し
、

６
月
定
例
会
に
向
け
意
見
書
案
の
提
案

な
ど
を
し
ま
す
。
議
会
改
革
検
討
委
員

会
の
設
置
、
内
容
に
も
触
れ
、
取
り
ま

と
め
に
つ
い
て
は
私
に
一
任
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
議
会
後
、
会
派
議
員
総
会
を
開
催
し
、

政
調
会
長
と
し
て
各
会
派
か
ら
提
出
さ

れ
た
意
見
書
案
に
つ
い
て
報
告
を
し
、

代
表
質
問
・
一
般
質
問
さ
れ
る
議
員
か

ら
説
明
を
受
け
ま
す
。

　
こ
の
期
間
内
に
並
行
し
、
議
会
閉
会

日
に
川
勝
知
事
へ
手
渡
す
﹁
地
方
創
生

に
つ
い
て
の
提
言
書
﹂
の
作
成
に
向
け

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
取
り
ま

と
め
作
業
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
最
終
日
、
全
て
の
議
案
に
賛
成

を
表
明
、
討
論
で
は
個
人
情
報
関
連
の

議
案
や
副
知
事
人
事
案
に
つ
い
て
県
民

の
代
弁
者
と
し
て
思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　
閉
会
後
、
知
事
、
県
幹
部
に
地
方
創

生
に
つ
い
て
﹁
総
合
戦
略
﹂
へ
の
意
見

と
提
言
の
ま
と
め
を
渡
し
、
政
調
会
長

と
し
て
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

■
９
月
定
例
会

　
政
調
会
主
催

の
﹁
９
月
補
正

予
算
要
求
状
況

説
明
会
﹂
を
開

催
い
た
し
ま
し

た
。
協
議
を
重

ね
定
例
会
に
臨

み
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
文
化
観
光
部
か
ら
提
出
予

定
の
議
案
説
明
会
が
あ
り
、
世
界
文
化

遺
産
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い
て
の
変

更
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
が
、
会
派
議
員

か
ら
県
民
の
目
線
を
重
視
す
べ
き
と
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
私
は

政
調
会
長
と
し
て
意
見
集
約
し
、
会
派

三
役
で
の
記
者
会
見
を
開
催
し
、
責
任

者
と
し
て
の
考
え
を
県
民
の
皆
様
へ
ご

報
告
い
た
し
ま
し
た
。

■
12
月
定
例
会

　
今
回
の
定
例

会
で
議
論
の
中

心
と
な
り
、
委

員
会
で
集
中
審

議
が
な
さ
れ
た

﹁
富
士
山
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー
﹂

の
発
注
見
直
し

等
に
関
す
る
申
し
入
れ
を
知
事
に
書
面

を
も
っ
て
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
先
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の
建
設
需
要
を

鑑
み
、
予
算
額
の
見
積
も
り
や
発
注
時

期
な
ど
を
慎
重
に
対
応
さ
れ
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
年
度
の
予
算
に
対
し
自
民

改
革
会
議
と
し
て
の
要
望
を
知
事
に
手

渡
し
ま
し
た
。

　
政
調
会
長
と
し
て
ま
と
め
上
げ
た
も

の
で
す
の
で
、
私
か
ら
説
明
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
経
済
の
再
建

を
進
め
て
い
く
こ
と
を
第
一
に
、
中
小

企
業
・
小
規
模
企
業
対
策
を
強
く
求
め

て
お
り
ま
す
。

■
２
月
定
例
会

　
２
月
定
例
会
で
は
、
来
年
度
の
予
算

が
決
議
さ
れ
ま
す
の
で
、
開
会
前
に
多

く
の
折
衝
が
あ
り
ま
す
。
来
年
度
の
予

算
調
整
案
・
事
業
執
行
案
な
ど
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　
昨
年
末
、
知
事
に
自
民
改
革
会
議
と

し
て
の
静
岡
県
予
算
の
要
望
事
項
を
手

渡
し
て
以
来
、
一
か
月
以
上
検
討
を
い

た
だ
き
、
こ
の
日
は
最
終
局
面
に
入
り

ま
し
た
。
こ
の
会
議
を
何
度
も
繰
り
返

し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
課
題
は
絞
ら

れ
て
お
り
、
一
般
的
に
要
望
の
多
い
﹁
生

活
環
境
整
備
事
業
﹂
が
柱
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
２
月
１
日
、
28
年
度
の
予
算
に
つ
い

て
の
要
望
に
対
し
、
知
事
か
ら
の
最
終

回
答
が
あ
り
、
要
望
に
は
満
額
の
予
算

が
付
き
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
関
係
で
は
、
別
枠
で
伊

豆
周
辺
の
道
路
整
備
に
７
億
１
千
万
も

の
予
算
を
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
政
調
会
長
と
し
て
会
派
を
代
表
し
、

知
事
に
対
し
要
望
に
お
応
え
い
た
だ
い

た
お
礼
と
、
県
民
の
た
め
の
県
政
運
営

に
努
め
る
考
え
を
伝
え
ま
し
た
。

　
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
議
会
で
上
程

さ
れ
た
来
年
度
当
初
予
算
案
の
中
で
﹁
浜

松
市
の
篠
原
地
区
基
本
計
画
作
成
費
﹂

に
つ
い
て
早
朝
議
員
総
会
で
集
中
的
に

審
議
し
、
方
針
と
し
て
は
修
正
案
を
提

出
す
る
こ
と
も
含
め
委
員
会
集
中
審
査

を
行
っ
て
判
断
す
る
こ
と
と
し
、
審
議

を
重
ね
た
結
果
、
修
正
案
を
提
出
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
建
設
委
員
会

に
お
い
て
私
た

ち
が
提
出
し
た

来
年
度
予
算
﹁
修

正
案
﹂
が
可
決

さ
れ
、
会
派
代

表
・
党
三
役
で

記
者
会
見
を
開

き
ま
し
た
。

　
県
知
事
と
県
議
会
は
車
の
両
輪
と
た

と
え
ら
れ
ま
す
が
、
時
に
チ
ェ
ッ
ク
機

構
と
し
て
正
し
く
予
算
が
使
わ
れ
て
い

る
か
審
議
の
段
階
で
こ
の
よ
う
な
状
況

も
あ
る
事
を
示
せ
た
と
思
い
ま
す
。

　
二
元
代
表
制
と
し
て
、
議
会
が
知
恵

を
絞
り
団
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
知
事

の
考
え
だ
け
で
全
て
が
動
く
こ
と
を
防

止
で
き
ま
す
。
今
回
、
修
正
す
る
部
分

は
２
５
０
億
円
を
超
え
る
大
き
な
公
共

投
資
で
し
た
。

　
県
政
史
上
、
当
初
予
算
に
修
正
が
出

さ
れ
る
の
は
初
め
て
で
、
県
民
に
と
っ

て
本
当
に
必
要
な
事
業
か
、
今
急
い
で

進
め
る
べ
き
か
な
ど
を
熟
慮
し
て
当
た

り
ま
し
た
。
政
調
会
長
と
し
て
修
正
案

を
作
成
す
る
責
任
は
重
大
で
し
た
。

　
政
調
会
長
と
し
て
昨
年
の
夏
に
67
回

に
わ
た
り
県
内
各
地
の
要
望
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
続
け
て
秋
に
各
団
体
や

市
町
か
ら
の
２
０
０
以
上
に
上
る
政
調

会
へ
の
要
望
書
︵
内
容
は
福
祉
か
ら
各

産
業
、
商
業
に
わ
た
り
ま
す
︶
を
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
県
内
各
地
の
現
状

に
触
れ
る
機
会
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
の
経
験
は
私
に
と
っ
て
大
変

重
要
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
県
全
体
の
情
勢
や
国
の
政

策
な
ど
を
視
野
に
収
め
、
地
域
の
発
展

の
た
め
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

県
議
会
会
派
自
民
改
革
会
議

 
　
　
政
調
会
長
活
動
報
告

TPP交渉大筋合意に対する緊急要請
県内の農業生産者代表
の５名の方と組織代表
３名の方が意見を表明
され切実な思いをお伝
えいただきました。
この生産者と消費者の
意見を重く受けとめ、
政策課題として政調会
長として議論してまい
りました。

県商工会連合会から要望申し入れ
28年度に向けて要望
申し入れがありました。
政調会でしっかりと受
け止めます。
特に製造業で20名以下、
サービス業で５名以下
の「小規模企業」には
新たに法整備が整った
ので県としての支援策
を構築してまいります。

中小企業対策連絡協議会
来年度予算を中心に各
参加団体から切実なる
御要望を受けましたの
で、政調会長として今
後の政策協議の中で反
映させました。
中小企業あっての我が
国の経済ですので、生
の声として第一に進め
てまいります。

TEL.0557‐36‐2089
〒414‐0002 静岡県伊東市湯川１‐６‐２　FAX.0557‐36‐2080

小野達也事務所

公式サイト www.ono-tatsuya.com/
E-mail  ono-tatsuya@bird.ocn.ne.jp

静岡県議会議員

小野達也 検索

県政・伊東市に対する皆さまのご意見、ご要望をお聞かせください。


